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第１ 公園計画の変更 

１ 変更理由 

 

栗駒国定公園は、奥羽脊梁
せきりょう

山脈のほぼ中央に位置し、特に、宮城県地域に位置する栗駒

山の栗原市地域は、優れた山岳景観と高原、渓谷、温泉等の特色ある景観で構成されている。 

本公園の栗原市地域は、秋の紅葉シーズンにおける利用の集中により、公園利用の質の低

下が生じている。 

このような状況を踏まえ、公園計画の一部変更（自然体験活動計画の追加）を行い、本公

園の栗原市地域の魅力を踏まえた質の高い自然体験活動の促進を図るものである。 
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２ 基本方針の変更内容 

基本方針を次のとおり変更する。 

（表１：基本方針変更表） 

変更後 変更前 

（３）利用の方針 

 ア 森林および火山現象等の自然探勝に重点をおき、あわせて山麓に

点在する温泉の利用、スキー利用等をはかる。 

 イ 夏油温泉（国民保養温泉）、須川温泉（国民保養温泉）、駒の湯温

泉、吹上温泉（国民保養温泉）の４箇所は公園利用の基地となる集

団施設地区として整備を行なう。 

 ウ これらの集団施設地区および主要利用拠点を結ぶ車道と、山系を

縦横断する登山歩道を整備する。 

エ 本国定公園の地域ごとの地形地質・景観・文化等を活かした質の

高い自然体験活動を促進する。 

（３）利用の方針 

 ア 森林および火山現象等の自然探勝に重点をおき、あわせて山麓に

点在する温泉の利用、スキー利用等をはかる。 

 イ 夏油温泉（国民保養温泉）、須川温泉（国民保養温泉）、駒の湯温

泉、吹上温泉（国民保養温泉）の４箇所は公園利用の基地となる集

団施設地区として整備を行なう。 

 ウ これらの集団施設地区および主要利用拠点を結ぶ車道と、山系を

縦横断する登山歩道を整備する。 
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３ 事業計画の変更内容 

（１）自然体験活動計画 

自然体験活動計画を次のとおりとする。 

 

１．本計画の対象地域 

栗駒国定公園（宮城県栗原市地域） 

 

２．自然体験活動で対象とする当該公園の自然、人文文化の特徴 

栗駒国定公園は奥羽脊梁
せきりょう

山脈のほぼ中央に位置し、岩手、宮城、秋田及び山形の

４県にまたがり、全国でも有数の多雪地帯である。 

自然体験活動計画の対象とする宮城県栗原市地域は、栗駒山の優れた山岳景観と

高原、渓谷、温泉等の特色ある景観で構成されており、豊かな風致景観を活用して

質の高い自然体験活動の機会を提供できる高い潜在的可能性を秘めている。 

   

３．質の高い自然体験活動の促進に係る方針 

   次の方針により質の高い自然体験活動を促進する。 

自然環境に対する影響を最小限にした責任のある自然体験活動を実施するとと

もに、その楽しみ方についての教育と普及を行うことで、将来にわたり持続的に自

然体験活動を楽しむことができる健全な自然環境の維持を目指す。 

ア）国内外の利用者への戦略的な情報提供 

国内外から来訪する利用者への情報発信・プロモーションを、来訪前、来

訪時、来訪後の各々の段階に応じて、必要な情報を各々のターゲット目線で、

適切な方法とタイミングで行う。 

イ）生態系、野生生物の保護への配慮 

      自然体験活動に、活動地域の生態系や野生生物への保護に配慮した行動を

取り入れる。 

ウ）フィールド特性に合わせた人数制限、ルールの導入 

      フィールドの特性や施設の配置に応じ、誰もが気軽に利用できるエリアと

少人数利用を前提とし環境負荷の抑制と上質な利用環境を提供するエリア等

にゾーニングし、エリアに応じた人数制限の導入や行動規範の設定等を図る。 

エ）受益者負担の仕組みの導入 

      質の高い自然体験の機会を持続的に提供できるよう、利用に伴う受益者負

担の仕組み導入を図る。 

オ）自然体験活動の質の確保・向上に向けた知識の共有、人材育成 

      質の高い自然体験の機会を広範かつ持続的に提供できるよう、自然体験活

動を提供する主体が共同し、質の確保・向上に向けた知識の共有や人材育成

を行う。 
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カ）フィールドの適正管理及び定期モニタリング 

      持続的にフィールドを活用できるよう、定期的にモニタリングを行うとと

もに、フィールドの特性や自然体験活動に応じた点検・修繕を図る。 

 

４．地域ごとに促進する自然体験活動 

    地域ごとに促進する自然体験活動は次のとおり 

ア）栗駒山トレッキングゾーン 

     登山（栗駒山中央コース、東栗駒コース、表掛コース、裏掛コース、湯浜コ

ース、大地森コース）、森林内探勝（世界谷地原生花園、花山の千年クロベ等）、

栗駒山麓ジオトレイル、バックカントリーガイドツアー、その他栗駒山の地

質遺産（ジオパーク）や自然の魅力を活かした自然体験活動 

イ）自然環境観察ゾーン 

     紅葉探勝（栗駒山麓）、水芭蕉探勝（世界谷地原生花園等）、景観探勝（いわ

かがみ平、湯浜峠等）、その他栗駒山の地質遺産（ジオパーク）や自然の魅力

を活かした自然体験活動 


